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※　控索ワイヤーの下部工取付部や、門型クレーンの下部工取付部は、河川▽HWL+1.50m(標高4.68m)より上方で設置すること。

※　橋体工施工に用いる、桁下に設置するパイプ吊足場等は、河川▽HWL+1.50(標高4.68m)より上方で設置すること。
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（1）　工場で製作されたプレキャストセグメント桁をトレ-ラ-にて現地に搬入する。

（2）　現地に搬入されたプレキャストセグメント桁は,軌条に吊上げ順次、ガーダー上に引き出す。

（4）　ガーダ上ではセグメントブロックを調整,接着剤塗布,PCケ-ブル挿入,緊張の各作業を行う。

（架設準備,架設,解体）

     （門構建て込み後所定の位置へ据えつける。）

（5）　搬入されたPC桁を台車に載せ,ウィンチにてエレクションガ-ダ-上まで順次引き出す。

架 設 要 領

（1）　A2橋台背面に桁引出し軌条を敷設する。　

（2）　A2橋台背面の軌条上で,トラッククレーンを使用し手延べを組み立てる。

（3）　エレクションガ-ダ-組立てながら順次手延べ,送り出しロ-ラ-を使用しP3-A2径間へ送り出す。

（4）　P3橋脚上に門構を組み立て控索をとる。

作業半径（m）

ブーム長さ（m）

（油圧式 100 t 吊り） (単位：t）
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定格総荷重表

※上記工程は休日・雨天等日数を含まない標準工程を示す。

準備工

主桁製作工

架設工(架設桁組立)

支承工

橋面工

　　　(主桁架設)

1

10 20

2

10 20

3

10 20

4

10 20

5

10 20

6

10 20

跡片付け

　　　(架設桁の移動)

足場工

7

10 20

8

10 20

9

10 20

　　　(架設桁解体)

10

10 20

11

10 20

12

10 20

13

10 20

14

10 20
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（PC4径間連結少主桁、セグメント工法）

工　程　表（参考）

（3）　主桁1本当りセグメントブロックは,5分割で構成される。

（5）　セグメントブロックは合計180個現地に搬入される。（1径間当り主桁9本架設）

連結横組工(床版・地覆含む)
160

（6）　所定の位置迄引き出された桁を1本化し、門型クレーンにて吊り上げ所定の位置に据え付ける。

（8）　(3)～(7)の工程を繰り返す。

（7）　エレクションガ-ダ-を次の径間へ移動し,P2橋脚上に門構を組み立て控索をとる。

（9）　架設完了後,エレクションガ-ダ-,門構をA2橋台背面まで移動撤去する。
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（別図２）


